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象であることを解明している。ボルトの汎用材料である磁性体の SS400 と非磁性体の SUS304 に作用する電磁力分布の
経時変化から，本手法では，ボルト断面に絞りが生じる方向に力が作用するとともに，SS400 ではボルトの軸方向に力
が作用することによってボルトが加振され，これらがボルト軸方向へ伝搬する弾性波を発生させることを明らかにし
ている。また，ボルトの効果的な加振方法を検討するため，入力電流の大きさや周波数特性がボルトに作用する電磁
力に及ぼす影響を分析し，電磁力の大きさは電流の最大値の 2 乗に比例することや，周波数の大きさは電磁力の作用
方向と密接な関係があることなどを明らかにするとともに，電磁力を増大させるために永久磁石を併用して磁場を印
加する方法を提案している。 
第 4 章では，衝撃応答解析により，評価に適した測定条件と評価指標をあらかじめ決定したうえで，供試体を用い
た実験を行い，接着剤充填率のレベルを診断するための手法を提案している。また，第 3 章で提示した永久磁石を併
用する測定による充填率評価手法の有効性を実験により確認している。特に，ボルトに定着プレートが設置され，ナ
ットで十分に締結された状態においても接着剤の充填率が 50%程度以下のものを検知できる可能性があることを明ら
かにした上で，現地でアンカーに固定された附属物を取り外すこと無く診断可能な手法を構築している。また，実構
造物での本手法の適用性の検証を行い，その有効性を示している。 
第 5 章では，感圧紙を用いた支圧力分布の測定試験により，金属系アンカーにおけるスリーブ拡張部の固着状態の
良否を定量的に表す指標を検討している。その上で，固着状態の良否を模擬した供試体を用いて電磁パルス法による
実験を行い，健全な状態と比較して支圧力や支圧面積が約 4 割程度にまで低下した状態のものを非破壊で検知できる
手法を提案している。また，この診断手法は，ボルトがナットで締結された状況においても有効であることを確認し
ている。一方，供試体実験において，従来の打音法での卓越周波数では固着状態の良否を判別できるほどの明確な違
いが表れないことを確認し，本手法が従来の打音法の適用限界を超える範囲に対しても有効であることを明らかにし
ている。 
第 6章では，本研究で得られた成果を結論として総括し，今後の研究課題を示している。 
 
以上のように，本論文は，電磁パルス法の評価原理を明確にするとともに，あと施工アンカー孔内の固着部の非破
壊評価を行う方法論を提案しており，今後の道路附属物の点検技術の高度化に資するものであると評価される。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
 
